
新
た
に
高
齢
者
医
療
制
度
を
創
設
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１２
月
定
例
議
会
は
、
１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
１１
日
ま
で
１２
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
下
水
道
使
用
料
金
の
改
定
に
伴
う
条
例
の
改
正
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
立
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案
、
平
成
１８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
各

特
別
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
１６
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
地
方
交
付
税
の
制
度
堅
持
と
総
額
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
と
、

「
法
テ
ラ
ス
の
更
な
る
体
制
整
備
・
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
国
の
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
町
は
持
続
可
能
な

身
の
丈
に
合
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た

め
に
、
抜
本
的
な
「
公
共
改
革
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
社
会
保

障
費
は
、
過
去
５
年
間
で
平
均
７
％
の
伸
び
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

宮
代
町
公
共
下
水
道
会
計
を
は
じ
め
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
も
13
億
円
を
超
え
て
お
り
、
介
護
保

険
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
も
増
額
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
今
回
、「
公
共
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
０
５
」

「
宮
代
町
下
水
道
審
議
会
」
の
提
言
や
答
申
を
も

と
に
、
下
水
道
使
用
料
を
見
直
し
、
平
成
19
年
４

月
か
ら
使
用
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

町
の
公
共
施
設
「
は
ら
っ
パ
ー
ク
宮
代
」「
い

き
が
い
活
動
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
運
営
が
指
定
管

理
者
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

新
た
な
収
入
源
と
し
て
、
庁
舎
な
ど
町
の
公

共
施
設
を
は
じ
め
、
広
報
み
や
し
ろ
、
町
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
郵
便
用
封
筒
な
ど
へ
有
料
広
告
が

掲
載
さ
れ
ま
す
。

町
の
公
共
施
設
使
用
料
改
定
に
合
わ
せ
、
ぐ

る
る
宮
代
、
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
、
和
戸
・
川
端
公

民
館
な
ど
の
各
施
設
の
設
備
を
適
正
に
維
持
す
る

た
め
、
修
繕
費
な
ど
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
か
ら
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
埼

玉
県
下
全
市
町
村
の
加
入
に
よ
り
処
理
す
る
「
広

域
連
合
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
高
齢
者
医
療
制
度
を
創
設

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
広
域
連
合
設
立
決
ま
る

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
「
公
共
改
革
」
進
む

▲民間業者（株式会社）によって管理運営される「はらっパーク宮代」

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
「
公
共
改
革
」
進
む



現
状
認
識

①
下
水
道
使
用
料
は
平
成
５

年
４
月
１
日
に
供
用
を
開
始

し
て
以
来
見
直
し
が
さ
れ
て

い
な
い
。

②
原
則
、
独
立
採
算
が
求
め

ら
れ
る
下
水
道
事
業
特
別
会

計
に
、
一
般
会
計
よ
り
多
額

の
繰
入
を
行
っ
て
い
る
。

③
公
共
改
革
が
行
わ
れ
て
い

る
今
日
、
使
用
料
の
見
直
し

は
避
け
ら
れ
な
い
。

見
直
し
の
内
容

①
基
本
料
金
は
現
状
の
ま
ま
。

②
20
〜
１
０
０
　
の
超
過
料

金
は
１
　
当
た
り
10
円
の
値

上
げ
と
す
る
。

③
１
０
０
　
を
超
え
る
超
過

料
金
は
使
用
抑
制
の
動
機
づ

け
、
大
量
排
水
が
使
用
料
対

象
経
費
の
増
加
を
も
た
ら
す

こ
と
か
ら
新
料
金
を
設
定
。
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10
円
値
上
げ
の
根
拠

Ｑ
今
回
の
10
円
値
上
げ
設
定

の
根
拠
は
。

Ａ
計
算
か
ら
い
く
と
倍
ぐ
ら

い
の
金
額
を
設
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
近
隣
の
中

川
流
域
管
内
の
値
上
げ
状
況

を
踏
ま
え
て
10
円
と
し
た
。

近
く
で
は
久
喜
市
、
越
谷
市
、

八
潮
市
が
10
円
、
県
内
で
は

10
円
以
上
の
所
も
あ
る
。

Ｑ
大
口
利
用
者
の
状
況
は
。

Ａ
新
し
く
料
金
体
系
を
変
え

た
大
口
と
し
て
は
、
１
０
０

ｍ
〜
４
０
０
ｍ
は
88
件
、
４

０
１
〜
１
０
０
０
は
９
件
、

１
０
０
１
〜
は
３
件
。
今
回

の
改
正
に
伴
う
増
収
の
多
く

は
大
口
利
用
者
に
か
か
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。

近
隣
市
町
と
の
料
金
比
較

Ｑ
一
般
家
庭
が
他
市
町
と
比

較
し
高
く
、
大
口
は
低
い
の

で
は
な
い
か
。

Ａ
当
町
は
近
隣
と
比
較
す
る

と
決
し
て
低
い
と
は
言
え
な

い
。
今
回
の
値
上
げ
は
、
一

般
家
庭
へ
の
負
担
は
低
く
、

大
口
利
用
者
に
は
高
く
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

見
直
し
の
理
由

Ｑ
13
年
の
長
期
に
わ
た
り
見

直
し
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

Ａ
定
期
的
な
見
直
し
が
必
要

で
あ
っ
た
が
、
近
隣
市
町
の

改
正
の
動
向
や
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
の
確
保
が
図
ら

れ
て
い
た
た
め
。

Ｑ
な
ぜ
今
回
見
直
し
を
し
た

の
か
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ
公
共
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

財
政
構
造
改
革
に
基
づ
く
特

別
会
計
の
経
営
健
全
化
の
た

め
料
金
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

今
後
の
見
直
し

Ｑ
10
円
の
値
上
げ
で
健
全
化

が
本
当
に
図
ら
れ
る
の
か
。

今
後
、
見
直
し
を
４
年
ご
と

に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と

答
申
は
う
た
っ
て
い
る
が
。

Ａ
値
上
げ
で
約
１
８
０
０
万

円
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
が

な
お
単
年
度
約
１
億
５
０
０

０
万
円
不
足
す
る
。
一
気
に

下
水
道
事
業
審
議
会
答
申

使
用
料
へ
の
転
嫁
は
厳
し
く
、

今
後
４
年
ご
と
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

高
い
未
接
続
率

Ｑ
未
接
続
世
帯
の
状
況
は
。

Ａ
接
続
対
象
の
処
理
対
象
世

帯
数
は
、
平
成
17
年
度
末
で

８
７
２
５
世
帯
。
う
ち
未
接

続
世
帯
数
は
１
３
９
２
世
帯

（
16
％
）
で
あ
る
。

Ｑ
未
接
続
の
理
由
及
び
普
及

を
勧
め
る
方
法
は
。

Ａ
経
済
的
に
困
難
、
建
物
の

建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
る
、

借
地
借
家
関
係
な
ど
が
未
接

続
の
理
由
で
あ
る
。

平
成
18
年
度
か
ら
担
当
職

員
が
個
別
訪
問
を
行
い
、
接

続
の
た
め
の
排
水
設
備
工
事

を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
普

及
を
図
っ
て
い
る
。

Ｑ
未
接
続
世
帯
が
１
０
０
％

接
続
し
た
場
合
の
増
収
額
は
。

Ａ
２
０
０
０
〜
３
０
０
０
万
。

経
費
回
収
率

Ｑ
経
費
回
収
率
が
低
い
理
由

と
し
て
、
処
理
原
価
が
高
い

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
ぜ

処
理
原
価
が
高
い
の
か
。

Ａ
当
町
の
経
費
回
収
率
は

29
％
で
低
い
。
中
川
流
域
関

連
17
市
町
で
15
番
目
。
使
用

料
単
価
は
平
均
80
・
７
円
に

対
し
、
95
円
。
処
理
原
価
は
、

平
均
が
１
ｍ
当
た
り
１
７
９
・

６
円
に
対
し
、
当
町
は
３
１

９
・
７
円
で
高
い
。
要
因
と

し
て
は
、
ポ
ン
プ
場
２
カ
所

の
維
持
管
理
費
、
資
本
費
の

元
利
償
還
金
が
影
響
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
接
続
率
１
０
０
％

の
場
合
は
経
費
回
収
率
が
３

〜
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
と
な
る
。

Ｑ
使
用
料
の
回
収
だ
け
で
は

健
全
化
は
図
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。
審
議
会
を
含
め

ど
う
し
た
ら
健
全
化
で
き
る

か
根
本
的
に
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
こ
れ
ま
で
は
町
の
一
般
財

源
の
繰
り
入
れ
に
頼
っ
て
い

た
が
、
今
後
は
町
の
財
政
状

況
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
考

え
て
い
く
。

Ｈ17年度下水道使用水量分布（単位:m3、％） 下水道整備状況

m3

0 ～10

11～20

21～30

31～40

41～50

51～60

%

11.8

13.5

12.6

14.8

14.1

11.4

61～70

0071～8000

0081～9000

0091～1000

0101～4000

0401～1000

1001～0000

08.1

5.2

3.3

2.0

3.1

0.1

0.04

年度 認可面積
（ha）

整備区域
面積（ha）

整備率
％

行政人口
（人）

処理区域内
人口（人）

普及率
％

5

10

15

17

246

313

313

353

86.8

258.5

309.3

310.3

35.3

82.6

98.8

87.9

35,058

35,129

34,001

33,830

6,850

20,672

23,533

22,733

19.5

58.8

69.2

67.2

一
般
家
庭
へ
の
影
響
額

２
ヵ
月
40

使
用
で
２
０
０
円
増

近隣市町使用水量別使用料金比較（2カ月あたり、税込み） （単位:円）
使用水
020m3

030m3

040m3

050m3

060m3

070m3

080m3

090m3

100m3

1,600
2,600
3,600
4,700
5,800
6,900
8,100
9,300
10,500

宮代町（新）
1,600
2,500
3,400
4,400
5,400
6,400
7,500
8,600
9,700

宮代町（現行）
1,680
2,520
3,465
4,410
5,460
6,510
7,665
8,820
9,975

春日部市
1,470
2,310
3,150
4,095
5,040
6,090
7.140
8,190
9,240

久喜市
1,470
2,415
3,360
4,305
5,250
6,300
7,350
8,400
9,450

杉戸町
1,600
2,400
3,200
4,100
5,000
5,900
6,900
7,900
8,900

白岡町

主な歳入
分担金及び負担金　00億775万円
使用料及び手数料　1億9548万円
国庫補助金　　　　0億7770万円
繰入金　　　　　　6億7004万円
町債　　　　　　　1億2040万円

主な歳出
公共下水道費　　　3億0983万円
流域下水道費　　　0億9466万円
公債費　　　　　　6億3868万円

Ｈ17年度決算 下水道使用料（単位:m3、円）

20迄（基本料金）

20超え40迄

40超え70迄

70超え100迄

100超え400迄

400超え1000迄

1000超え

現行

1,600

90

100

110

120

120

120

改定後

1,600

100

110

120

140

160

180

第
３
負
担
区
（
道
仏
区

画
整
理
地
内
）
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金

１
●
当
た
り
５
７
０
円
に

決
ま
り
ま
し
た

m3

m3

m3

m3

ｍ3

m3

m3
m3
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「
は
ら
っ
パ
ー
ク
宮
代
」

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
春

日
部
市
の
東
武
緑
地
株
式
会

社
埼
玉
支
店
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

「
は
ら
っ
パ
ー
ク
宮
代
」
は
、

土
や
緑
が
持
つ
柔
ら
か
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
誰
も
が
の
び
の
び
と
楽

し
め
る
「
自
由
時
間
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
と
も

に
安
全
で
楽
し
く
利
用
で
き
る
よ

う
、
管
理
運
営
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
」
は
、

「
い
き
が
い
活
動
セ
ン
タ
ー
」
と

名
称
を
変
更
し
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
の
拠
点
施
設
に
移
行

さ
れ
ま
す
。
こ
の
施
設
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
宮
代
町
高
齢
者
事

業
団
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
高
齢
者
事
業
団
事
務
所

は
同
所
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
作
業
所
及

び
倉
庫
な
ど
の
設
備
費
が
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。
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埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
立
は
、
平
成
18
年
６
月

医
療
制
度
改
革
関
連
法
の
改
正
に

よ
る
も
の
で
す
。
平
成
20
年
度
か

ら
現
行
の
老
人
保
健
制
度
は
廃
止

さ
れ
、
75
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
、
65
〜

74
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た
前
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
設
立
に
よ
り
、
高
齢

者
医
療
確
保
法
に
基
づ
い
た
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
事
務
を
、
埼

玉
県
内
全
市
町
村
加
入
の
広
域
連

合
で
処
理
す
る
も
の
で
す
。

75
歳
以
上
の
対
象
者
数
は
、
全

国
で
約
１
３
０
０
万
人
、
埼
玉
県

57
万
人
、
宮
代
町
で
は
２
４
０
０

〜
２
５
０
０
人
が
見
込
ま
れ
、
後

期
高
齢
者
の
医
療
費
は
11
・
４
兆

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
が
組
織
さ
れ
、
市

長
か
ら
７
人
、
町
村
長
か
ら
３
人
、

市
議
会
議
員
か
ら
７
人
、
町
村
議

会
か
ら
３
人
の
20
人
で
構
成
さ
れ
、

選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
ま
す
。

市
町
村
の
義
務
と
し
て
は
、
被

保
険
者
の
資
格
管
理
に
関
す
る
申

請
及
び
届
出
の
受
付
や
資
格
証
明

書
の
引
渡
し
な
ど
の
窓
口
事
務
を

担
当
し
ま
す
。
ま
た
、
各
市
町
村

の
経
費
負
担
割
合
は
、
高
齢
者
人

口
割
45
％
、
人
口
割
45
％
、
均
等

割
10
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
町
の
意
向
が
十
分
に
反
映
さ

れ
る
か
ど
う
か
。

Ａ
広
域
連
合
の
た
め
に
議
論
を

す
る
議
員
が
選
出
さ
れ
る
。
当
然
、

町
村
の
意
向
も
議
会
の
中
で
反
映

さ
れ
て
い
く
。

Ｑ
滞
納
が
あ
っ
た
場
合
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
。

Ａ
町
税
ま
た
は
国
保
税
な
ど
の

滞
納
に
対
す
る
の
と
同
様
の
対
応

に
な
る
。

Ｑ
職
員
は
す
べ
て
派
遣
か
。

Ａ
平
成
19
年
度
は
、
40
人
程
度

予
定
し
て
い
る
。
県
、
市
町
村
、

国
保
連
合
会
か
ら
の
派
遣
で
35
人
、

そ
の
他
、
臨
時
職
員
５
人
の
採
用

を
考
え
て
い
る
。

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
へ

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立
決
ま
る
■
一
般
会
計

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
42
万
円
を
減
額
し
、
81

億
６
７
７
２
万
円
と
な
り
ま
す
。

歳
入
で
は
、
財
政
調
整
基
金
へ

の
繰
入
金
67
万
円
、
有
料
広
告
掲

載
料
23
万
円
な
ど
が
主
な
も
の
で

す
。歳

出
で
は
、
執
行
額
の
確
定
に

よ
る
人
件
費
の
減
額
８
２
０
万
円
、

久
喜
宮
代
衛
生
組
合
平
成
17
年
度

決
算
確
定
に
伴
う
負
担
金
の
減
額

９
７
０
０
万
円
が
主
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

事
業
と
し
て
は
、「
ぐ
る
る
宮

代
」
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事

費
な
ど
３
３
９
５
万
円
、
高
齢
者

事
業
団
事
務
所
の
移
転
費
６
８
５

万
円
、「
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
」
の

風
呂
場
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
、
カ
ラ

オ
ケ
設
備
の
更
新
な
ど
３
２
７
万

円
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費
の
増
に
よ
る
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
３
９

９
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

主
な
質
疑

「はらっパーク宮代」「いきがい活動センター」指定管理者決まる
平
成
18
年
４
月
か
ら
「
新
し
い
村
」「
陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」「
福
祉
作

業
所
」
な
ど
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者
に
委
ね
て
き
ま
し
た
。
今
定

例
議
会
で
は
、
新
た
に
「
は
ら
っ
パ
ー
ク
宮
代
」
は
東
武
緑
地
株
式
会

社
に
、「
い
き
が
い
活
動
セ
ン
タ
ー
」
は
宮
代
町
高
齢
者
事
業
団
に
指

定
し
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
３
９
９

８
万
円
に
、
国
支
出
金
の
２
０
５

９
万
円
を
加
え
た
額
６
０
５
７
万

円
を
、
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費
保
険
者
負
担
金
と
し
て
追
加
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
度
上
期
（
４

〜
10
月
）
に
お
け
る
給
付
費
の
平

均
伸
び
率
は
、
６
・
９
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
須

賀
地
内
に
建
設
さ
れ
る
地
域
密
着

型
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

拠
点
施
設
へ
、
国
か
ら
の
支
出
金

１
５
０
０
万
円
を
、
補
助
金
と
し

て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

宮
代
町
固
定
資
産
評
価
委
員

信
原
幸
男
氏
を
選
任

人
権
擁
護
委
員

塚
田
　
進
氏
を
再
任

■
は
ら
っ
パ
ー
ク
宮
代

■
い
き
が
い
活
動
セ
ン
タ
ー

人人人人
　　　　
事事事事

Ｑ
高
齢
者
対
策
、
福
祉
対
策
が
後

退
す
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
公
園
運
営
の
効
率

化
を
目
的
に
導
入
し
た
。
高
齢
者

対
策
を
後
退
さ
せ
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
公
園
の
管
理
は
企
業
の
職
員
が

や
る
の
か
。
ま
た
は
下
請
け
に
出

す
の
か
。

Ａ
基
本
的
に
は
企
業
で
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
部
分
的
に
下
請

け
に
出
す
こ
と
も
可
能
。
そ
の
場

合
は
町
と
協
議
の
上
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
地
場
産
業
育
成
の
た
め
、
地
元

の
業
者
に
は
加
点
の
基
準
を
設
け

る
考
え
は
。

Ａ
地
元
で
あ
る
か
ら
と
い
う
だ
け

で
加
点
を
設
け
る
こ
と
は
し
て
い

な
い
。

主
な
質
疑

▲いきがい活動センター
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一 般 質 問

（
問
）
安
倍
政
権
は
「
す
べ
て
の

子
ど
も
に
高
い
学
力
と
規
範
意
識

を
身
に
つ
け
る
機
会
を
保
障
す
る

た
め
、
公
教
育
を
再
生
す
る
」
と

し
た
「
教
育
再
生
会
議
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
町
は
、
こ
の
改
革

に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

（
答
）
教
育
長

国
を
挙
げ
て
の

教
育
改
革
で
あ
り
、
町
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
基
礎
学
力
の
み
な

ら
ず
、
体
力
や
豊
か
な
心
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
教
育
の
実
現
、
教

員
の
力
量
を
確
実
に
高
め
る
た
め

の
研
修
の
保
障
、
学
校
評
価
結
果

の
教
育
諸
条
件
の
整
備
へ
の
反
映

な
ど
、
制
度
の
再
生
に
よ
っ
て
子

ど
も
の
力
、
教
員
の
力
量
、
学
校

の
教
育
力
を
高
め
る
よ
う
な
提
言

を
期
待
し
て
い
る
。

（
問
）
連
日
の
よ
う
に
「
い
じ
め
」

の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

文
科
省
は
、
全
国
の
教
育
委
員
会

に
「
い
じ
め
の
未
然
防
止
の
た
め

に
、
学
校
支
援
に
万
全
を
期
す
」

こ
と
を
求
め
た
。
町
教
育
委
員
会

と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

（
答
）
教
育
長

生
徒
指
導
上
の

諸
問
題
解
決
の
支
援
と
し
て
、
教

育
相
談
員
な
ど
の
配
置
に
よ
る
人

的
支
援
や
具
体
的
な
「
い
じ
め
問

題
」「
不
登
校
問
題
」「
生
徒
間
ト

ラ
ブ
ル
」
発
生
時
の
学
校
の
対
応

に
対
す
る
指
導
助
言
の
支
援
、
児

童
生
徒
を
多
く
の
教
職
員
が
温
か

く
き
め
細
や
か
に
見
守
る
体
制
づ

く
り
の
た
め
に
、
町
非
常
勤
講
師

を
小
学
校
13
名
、
中
学
校
４
名
を

配
置
す
る
な
ど
、
人
的
支
援
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。

公教育の進展は優れた教育環境から（笠原小学校）

「
教
育
再
生
会
議
」
の
具
体
的
な
提
言
に
期
待

野
口
秀
雄
　
議
員

（
無
所
属
の
会
）

混
迷
す
る
教
育
界
、

公
教
育
の
進
む
べ
き
道
は

一般質問は、15名の議員が登壇し、いじ

め問題をはじめ、教育、福祉、道路整備に関

する問題など40項目にわたり町の考えをた

だしました。

ここに掲載したものは、質問した議員自ら

が原稿をおこし、507字以内にまとめたもの

です。

８ 大高　誠治 議員

①前原中学校区内への手押し式信号機の設置

９　丸藤　栄一 議員

①国民健康保険

②障がい者や高齢者にやさしいまちづくり

③雑草の刈り取り

10 合川　泰治 議員

①町政運営

②人口減少社会

11 角野由紀子 議員

①子育て支援

②防犯のまちづくり

③飲酒運転の厳罰化

12 西村　茂久 議員

①きれいなまちづくり

②教育の諸問題

③公共施設利用料の高齢者対応

④自治会活動の支援

13 唐沢　捷一 議員

①教育行政

14 加藤　幸雄 議員

①指定管理者制度

②踏切に接続する道路

15 小河原　正 議員

①小中学校のいじめ

②飲酒運転

③自立支援法

④赤い（茶色）水対策

１　野口　秀雄 議員

①「公教育」の進むべき道

②「いじめ」対策

③庁舎付近の県道春日部久喜線の歩道整備

④庁舎の案内係の見直し

⑤庁舎１階ロビーへの町特産物陳列

２　榎本　和男 議員

①合併第二幕

３　飯山　直一 議員

①町道第252号線隼人堀川まで延伸のその後

②町道第18号線の信号機設置

③宮代町の農業のあるべき姿

４　中野　松夫 議員

①国民健康保険税率

②春日部市内牧地区へのバイパス道路の工事

再開

③町の財政状況

５　横手　康雄 議員

①町行政

②防災対策等

③学校教育

６ 小山　　覺 議員

①障がい児教育

②いじめ問題

７　柴山　恒夫 議員

①児童・生徒のいじめ問題

②介護保険制度の充実

③コミュニティ広場・公園等に高齢者用健康

遊具の設置

一般質問項目
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一 般 質 問

（
問
）
町
の
将
来
を
決
定
づ
け
る

重
要
課
題
で
あ
る
合
併
、
動
物
公

園
駅
西
口
の
整
備
、
町
道
２
５
２

号
線
な
ど
で
対
外
的
交
渉
問
題
が

で
て
く
る
。
そ
れ
ら
に
専
念
す
る

有
能
な
人
の
配
置
は
、
ど
う
か
。

（
答
）
町
長

当
町
で
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
現
在

助
役
は
欠
員
と
し
、
そ
の
職
務
は

町
長
あ
る
い
は
各
課
長
が
中
心
と

な
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
、

当
町
に
お
い
て
も
、
合
併
問
題
へ

の
対
応
、
東
武
動
物
公
園
駅
周
辺

の
再
開
発
を
始
め
と
す
る
将
来
の

ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
た
様
々
な

取
組
の
推
進
な
ど
、
多
く
の
重
要

な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

町
の
重
要
課
題
に
対
し
、
私
以

下
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
首
長
を
補
佐
し
、

時
に
は
そ
の
意
を
受
け
、
首
長
に

代
わ
っ
て
対
外
的
あ
る
い
は
内
部

的
な
総
合
調
整
を
行
い
得
る
権
限

を
持
っ
た
職
も
、
今
後
は
必
要
と

な
っ
て
く
る
も
の
と
認
識
を
し
て

い
る
。
補
佐
役
設
置
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
も
あ
り
、

様
々
な
観
点
か
ら
十
分
検
討
す
る
。

（
問
）
小
学
校
で
の
放
課
後
教
室

は
。

（
答
）
教
育
長

少
子
化
対
策
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
健
や
か
な

居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

来
年
度
ス
タ
ー
ト
予
定
の
新
規
事

業
で
あ
る
。

余
裕
教
室
の
活
用
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、
指
導
員
の
配

置
な
ど
、
設
置
に
向
け
て
検
討
に

入
り
た
い
。

工事再開、早期の開通を期待

町長に、有能な補佐人を 信号機設置が待たれる宮東グラウンド前交差点

（
問
）
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
所
得
割
、
均
等
割
に
よ
る
賦
課

方
式
へ
の
検
討
、
ま
た
、
資
産
割

税
率
の
見
直
し
検
討
は
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長

平
成
20

年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
医
療
制
度

の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
給
付
費
の
増
大
に

伴
い
、
国
保
会
計
か
ら
納
め
る
介

護
納
付
費
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、

国
保
財
政
の
大
き
な
赤
字
要
素
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
国
保

税
に
つ
い
て
税
率
の
見
直
し
が
必

要
な
状
況
に
あ
り
、
今
後
予
定
さ

れ
る
医
療
制
度
の
改
正
に
併
せ
、

平
成
20
年
度
か
ら
の
税
率
改
正
に

向
け
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
資
産
割
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
、
こ
の
税
率
改
正
に
向
け

た
検
討
の
中
で
併
せ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

（
問
）
姫
宮
駅
西
側
道
路
か
ら
の

春
日
部
内
牧
地
区
（
半
縄
橋
）
へ

通
じ
る
道
路
の
工
事
再
開
は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長

下
層
路

盤
ま
で
を
施
工
し
た
が
、
そ
の
後

建
設
事
業
凍
結
に
よ
り
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

財
政
厳
し
い
中
で
は
あ
る
が
、

今
ま
で
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
、

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
必
要
な
整

備
の
検
討
を
し
た
い
。
ま
た
、
通

学
路
対
策
と
し
て
の
路
線
で
も
あ

り
、
全
体
的
路
線
の
研
究
、
お
よ

び
２
５
２
号
線
の
部
分
的
な
整
備

に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一 般 質 問

（
問
）
宮
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
入
口
の

交
差
点
は
、
利
用
者
や
通
学
児
童
、

地
域
の
利
用
者
が
多
く
通
行
す
る
。

横
断
歩
道
は
あ
る
が
付
近
に
信
号

は
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が

多
い
。
ま
た
新
橋
通
り
線
の
開
通

に
よ
る
通
行
量
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
。
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の

設
置
を
要
望
す
る
が
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長

宮
東
グ

ラ
ウ
ン
ド
付
近
の
交
差
点
は
、
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
通
行
す
る
車
が

多
い
。
今
後
、
新
橋
通
り
線
の
開

通
に
よ
り
通
行
量
が
増
加
す
る
可

能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
号
機

設
置
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

県
内
の
設
置
状
況
は
、
平
成
17

年
度
、
約
２
０
０
０
件
の
要
望
に

対
し
、
設
置
は
１
８
８
基
で
あ
る
。

今
後
も
、
警
察
署
に
設
置
要
望
を

行
っ
て
い
く
。
信
号
機
が
設
置
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
必
要
に
応
じ
通

行
車
両
に
注
意
を
喚
起
す
る
看
板

等
を
設
置
す
る
な
ど
、
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

（
問
）
宮
代
町
農
業
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長

政
府
は

今
後
の
施
策
展
開
と
し
て
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を

策
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
農
業
を

取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
や
施
策
の

検
証
を
踏
ま
え
て
、
食
糧
自
給
率

目
標
の
設
定
、
達
成
に
向
け
て
生

産
、
消
費
の
両
面
に
重
点
的
に
取

り
組
む
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
。

町
で
も
計
画
の
実
現
に
向
け
取
り

組
み
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

（
問
）
合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の

か
。
合
併
と
自
立
と
で
は
ま
ち
づ

く
り
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る

の
か
。

（
答
）
町
長

合
併
二
幕
の
渦
中

に
あ
り
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

合
併
は
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

の
手
段
で
あ
り
理
想
や
方
向
性
は

基
本
的
に
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
問
）
都
市
基
盤
整
備
（
道
路
整

備
な
ど
）
に
違
い
が
出
る
の
で
は
。

新
白
岡
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、

桃
山
台
か
ら
の
人
道
橋
架
橋
の
請

願
書
の
合
併
と
の
絡
み
は
。

（
答
）
町
長

合
併
を
考
え
整
備

着
手
の
考
え
も
あ
る
が
、
現
在
は

選
択
と
集
中
の
考
え
で
事
業
を
推

進
。
二
つ
と
も
地
域
住
民
、
宮
代

町
に
必
要
な
道
路
で
あ
り
、
合
併

を
含
め
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

（
問
）
和
戸
駅
西
口
、
姫
宮
駅
周

辺
地
区
の
住
宅
地
整
備
の
絡
み
は
。

都
市
計
画
法
８
の
３
の
認
識
は
。

（
答
）
町
長

高
齢
化
社
会
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
駅
中
心
に
コ
ン

パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
行
き
た
い
。
合
併
を

行
う
場
合
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら

協
議
を
進
め
る
。

（
問
）
合
併
、
自
立
ど
ち
ら
も
都

市
計
画
税
の
導
入
は
避
け
ら
れ
な

い
。
こ
の
財
源
を
基
に
基
盤
整
備

計
画
を
策
定
、
実
施
し
て
は
。

（
答
）
町
長

少
子
化
、
経
済
の

縮
小
す
る
中
、
資
本
投
下
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
都
市
計
画
を
含
め
見

直
す
。
税
の
導
入
も
考
え
る
。

補
佐
役
設
置
を
十
分
検
討
す
る

横
手
康
雄
　
議
員

（
平
成
会
）

町
長
に
補
佐
役
を
置
く
考
え
は

平
成
20
年
度
か
ら
の
税
率
改
正
を
検
討

中
野
松
夫
　
議
員

（
平
成
会
）

国
保
税
の
賦
課
方
式
、

資
産
割
税
率
の
検
討
は

今
後
も
信
号
機
設
置
要
望
を
し
て
い
く

飯
山
直
一
　
議
員

（
平
成
会
）

町
道
18
号
線
（
宮
東
）
に信

号
機
設
置
を

将
来
を
見
据
え
て
こ
の
課
題
に
取
り
組
む

榎
本
和
男
　
議
員

（
清
風
会
）

合
併
第
二
幕
に
ど
う
向
き
合
う
か

これからのまちづくりは
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一 般 質 問

（
問
）
①
町
民
の
37
％
が
加
入
し

て
い
る
国
民
健
康
保
険
。
滞
納
世

帯
は
２
０
０
５
年
度
で
全
世
帯
の

22
・
２
％
に
。
生
活
が
苦
し
く
て

国
保
税
が
払
い
き
れ
な
い
場
合
、

国
保
税
条
例
は
申
請
に
よ
る
減
免

を
定
め
て
い
る
が
活
用
状
況
は
。

②
急
激
な
増
税
と
な
っ
た
年
金

生
活
世
帯
に
、
減
免
措
置
を
講
ず

る
考
え
は
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長

①
05
年

度
に
家
屋
等
の
焼
失
に
よ
り
収
入

の
見
通
し
が
困
難
と
な
っ
た
世
帯

１
件
に
つ
い
て
減
免
適
用
し
た
。

②
新
た
に
減
免
対
象
を
拡
大
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

動
物
公
園
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と

障
が
い
者
用
ト
イ
レ
を

（
問
）
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
安

心
し
て
外
出
し
、
暮
ら
せ
る
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
東
武
動
物
公
園
駅
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
と
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
を

設
置
す
る
計
画
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長

東
武
鉄

道
と
し
て
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

に
定
め
た
目
標
の
期
限
で
あ
る
２

０
１
０
年
ま
で
に
は
設
置
し
た
い

意
向
が
あ
る
と
の
こ
と
。

東
武
鉄
道
の
中
期
経
営
企
画
の

中
で
旧
杉
戸
工
場
跡
地
の
開
発
を

位
置
づ
け
て
お
り
、
こ
う
し
た
動

き
に
合
わ
せ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

マ
ル
ヤ
宮
代
店
（
百
間
４
丁
目
）

の
斜
め
前
の
雑
草
の
刈
り
取
り
を

（
問
）
交
通
安
全
上
大
変
危
険
だ
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長

７
回
訪

問
し
要
請
。
体
調
が
良
く
な
っ
た

ら
少
し
ず
つ
処
理
す
る
と
の
こ
と
。

（
問
）
前
原
中
学
校
入
口
の
通
学

路
に
、
安
全
対
策
の
た
め
手
押
し

式
信
号
を
取
り
付
け
て
は
。

こ
の
手
押
し
式
信
号
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
強
い
要
望
が
署
名
運

動
に
つ
な
が
り
60
人
の
名
簿
つ
き

で
出
さ
れ
て
い
る
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長

指
摘
の

横
断
歩
道
は
、
前
原
中
学
校
の
生

徒
が
数
多
く
利
用
す
る
横
断
歩
道

で
あ
り
、
道
路
が
Ｓ
字
カ
ー
ブ
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
見
通
し
が
あ

ま
り
よ
く
な
い
。

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
通
行
す
る

車
両
も
見
受
け
ら
れ
、
町
と
し
て

も
危
険
性
の
高
い
箇
所
で
あ
る
と

認
識
を
し
て
い
る
。

署
名
は
、
発
起
人
の
３
人
を
は

じ
め
、
60
人
の
方
々
の
署
名
を
平

成
16
年
４
月
14
日
に
宮
代
町
よ
り

杉
戸
警
察
署
に
提
出
し
た
。

安
全
対
策
と
し
て
道
路
反
射
鏡

を
設
置
し
た
が
、
大
き
な
カ
ー
ブ

の
手
前
ま
で
し
か
見
え
な
い
た
め
、

十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
面

も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
過
日
、

横
断
歩
道
の
付
近
２
カ
所
に
、
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
す
よ
う
、
注
意
を

喚
起
す
る
立
て
看
板
を
設
置
し
た
。

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
教
育
委
員
会
を
通
し
て

要
望
を
し
て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
信
号
機
の
必
要

性
を
感
じ
て
お
り
、
毎
年
、
杉
戸

警
察
署
に
設
置
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
今
年
も
要
望
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

一 般 質 問

（
問
）
全
国
で
児
童
・
生
徒
の

「
い
じ
め
」
を
苦
に
し
た
自
殺
が

相
次
い
で
い
る
。
①
当
町
で
の
実

態
把
握
は
十
分
か
。
②
い
じ
め
問

題
の
根
絶
に
向
け
た
町
の
対
策
は
。

（
答
）
教
育
長

①
11
月
、
独
自

に
小
中
学
校
の
全
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。
②
担
任
や
学
校
が
抱
え
込

ん
だ
り
し
な
い
よ
う
、「
い
じ
め
」

の
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、
学

校
・
保
護
者
や
、
関
係
諸
機
関
な

ど
と
積
極
的
に
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

福
祉
用
具
の
貸
し
出
し
に
支
援
を

（
問
）
介
護
度
認
定
の
変
更
に
よ

り
、
福
祉
用
具
貸
し
出
し
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
人
が
生
じ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
独
自
の
支
援
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
。
当
町
で
の
影

響
と
町
独
自
の
支
援
は
。

（
答
）
健
康
福
祉
課
長

昨
年
10

月
以
降
、
継
続
し
て
例
外
貸
与
可

能
な
人
は
４
人
程
度
い
る
。
町
は

利
用
者
の
実
情
把
握
に
努
め
、
対

象
者
の
方
々
を
支
援
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
対
応
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
な
ど
に

高
齢
者
用
健
康
遊
具
の
設
置
を

（
問
）
高
齢
者
が
楽
し
み
な
が
ら

安
全
に
健
康
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
な
ど
に
高
齢

者
用
健
康
遊
具
の
設
置
を
。

（
答
）
健
康
福
祉
課
長

既
存
施

設
の
活
用
促
進
の
た
め
の
広
報
活

動
や
、
利
用
状
況
の
検
証
な
ど
を

進
め
な
が
ら
、
新
た
な
器
具
の
効

能
や
必
要
性
、
設
置
場
所
な
ど
研

究
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
児
教
育
に
つ
い
て

（
問
）「
の
び
の
び
は
ぁ
と
」
よ
り

昨
年
11
月
、
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
付
で
就
学
前
相
談
、
専
門
家
の

巡
回
指
導
な
ど
、
８
項
目
に
わ
た

る
提
案
書
が
出
て
い
る
が
、
具
体

的
回
答
を
。

（
答
）
教
育
長

就
学
前
相
談
に

つ
い
て
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ

て
い
る
か
は
学
校
差
が
あ
り
、
現

段
階
は
育
成
期
で
あ
る
。
個
別
支

援
計
画
作
成
に
つ
い
て
は
、
19
年

度
以
降
に
考
え
て
い
る
。

専
門
家
の
巡
回
相
談
に
つ
い
て

は
、
町
独
自
で
19
年
度
か
ら
体
制

を
作
る
予
定
。
ま
た
、
特
殊
教
育

か
ら
特
別
支
援
教
育
へ
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
教
員

の
研
修
は
欠
か
せ
な
い
。
通
常
学

級
に
も
障
害
の
あ
る
児
童
が
在
籍

し
て
い
る
の
で
、
各
学
校
で
総
合

的
に
研
修
の
機
会
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
。

何
よ
り
も
、
一
人
一
人
の
特
別

な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
気
付
き
が
で

き
る
よ
う
、
感
度
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。

保
護
者
と
の
連
絡
ノ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
担
任
教
師
と
と
も
に
良

い
事
例
な
ど
研
究
し
改
善
を
図
っ

て
い
く
。
加
配
教
員
に
つ
い
て
は
、

現
行
を
維
持
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
用
、
他
の
取
り
組
み
な
ど
を

研
究
し
て
い
く
。
制
度
化
に
つ
い

て
は
、
法
改
正
に
伴
い
町
と
し
て

対
応
し
て
い
る
。

安全対策のために信号機を

国保税が「払えない」は、５世帯のうち１世帯に いじめをなくし、学ぶ喜びと確かな学力向上の教育環境を

心ふれあう障がい児教育

家
屋
等
の
焼
失
世
帯
１
件
を
減
免

丸
藤
栄
一
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

国
保
税
払
え
な
い
人
に

申
請
減
免
の
制
度
活
用
を

必
要
性
を
認
識
、
杉
戸
警
察
署
に
設
置
要
望

大
高
誠
治
　
議
員

（
清
風
会
）

前
原
中
学
校
の
通
学
路
に信

号
機
設
置
を

情
報
収
集
を
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

柴
山
恒
夫
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

「
い
じ
め
」
根
絶
に
向
け
た
町
の
対
策
は

真
摯
に
対
応
し
整
備
を
図
っ
て
い
る

小
山
　
覺
　
議
員

（
公
明
党
）

「
の
び
の
び
は
ぁ
と
」
提
案
の
制
度
化
は
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一 般 質 問

（
問
）
子
ど
も
が
、
い
じ
め
に
よ

っ
て
自
殺
す
る
痛
ま
し
い
事
件
が

相
次
い
で
い
る
。
今
こ
そ
家
庭
、

学
校
地
域
全
体
で
教
育
問
題
を
考

え
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
こ
で
伺
う
。
①
町
内
小
・
中

学
校
内
で
の
『
い
じ
め
防
止
策
』

は
。
②
必
修
漏
れ
の
調
査
は
。
③

町
内
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
現

状
は
。
④
『
も
っ
た
い
な
い
』
の

心
を
教
育
現
場
に
ど
う
生
か
す
の

か
。
⑤
学
校
で
の
安
心
・
安
全
の

取
り
組
み
は
。

（
答
）
教
育
長

①
『
い
じ
め
問

題
』
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
一
人

一
人
が
児
童
・
生
徒
の
人
権
を
尊

重
し
、
心
の
悩
み
解
消
に
向
け
て

努
力
し
て
い
る
。
特
に
、
い
じ
め

は
悪
い
と
い
う
意
識
を
ク
ラ
ス
ご

と
、
学
年
ご
と
、
学
校
全
体
、
更

に
は
保
護
者
に
も
行
き
渡
ら
せ
理

解
を
深
め
て
い
る
。

②
必
修
漏
れ
に
つ
い
て
は
、
県

の
指
示
で
早
速
調
査
し
、
滞
り
な

く
時
数
を
実
施
し
て
い
る
。

③
学
校
の
ト
イ
レ
は
洋
式
化
を

推
進
し
、
清
掃
は
毎
日
実
施
し
、

き
れ
い
な
ト
イ
レ
化
の
た
め
に
児

童
・
生
徒
を
指
導
し
て
い
る
。

④
『
も
っ
た
い
な
い
』
の
心
を

教
育
現
場
に
ど
う
生
か
す
か
に
つ

い
て
は
、
環
境
問
題
を
考
え
、

『
循
環
型
社
会
』
の
形
成
に
な
る

教
育
指
導
を
進
め
て
い
る
。

⑤
安
心
・
安
全
指
導
に
つ
い
て

は
、
生
活
習
慣
、
交
通
安
全
、
不

審
者
か
ら
の
安
全
な
ど
に
つ
い
て
、

全
校
的
に
避
難
訓
練
を
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
。

（
問
）
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
施
行
前
後
の
取
り
組
み
状
況
は
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長

広
報
み

や
し
ろ
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
全

戸
配
布
の
チ
ラ
シ
で
の
Ｐ
Ｒ
。

ま
た
施
行
前
後
２
日
間
に
わ
た

り
、
東
武
動
物
公
園
駅
東
口
・
西

口
で
町
長
を
先
頭
に
職
員
、
町
業

界
団
体
の
協
力
の
下
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
庁
舎
周

辺
に
た
て
看
板
を
設
置
、
ノ
ボ
リ

旗
を
公
共
施
設
に
掲
示
し
て
い
る
。

な
お
東
武
動
物
公
園
駅
西
口
周

辺
地
域
を
対
象
に
、
施
行
前
後
の

散
乱
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
実
態
は
ど
う
か
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長

条
例
施

行
後
の
散
乱
ご
み
は
、
約
70
％
減

少
し
て
い
る
が
、
た
ば
こ
の
吸
殻

は
約
４
％
増
加
し
て
い
る
。
今
後

も
調
査
を
続
け
て
い
く
。

（
問
）
指
定
さ
れ
た
推
進
地
域
は

あ
る
か
。
ま
た
予
定
区
域
は
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長

現
在
指

定
し
て
い
な
い
が
、
想
定
区
域
と

し
て
は
東
武
動
物
公
園
駅
西
口
を

考
え
て
い
る
。

（
問
）
推
進
地
域
の
指
定
を
含
め

自
治
会
単
位
の
活
動
を
積
極
的
に

支
援
し
な
い
理
由
は
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長

活
動
の

実
施
主
体
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
里
親
登
録
し
た
個
人
も
し
く
は

団
体
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
１
団

体
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

推
進
地
域
の
指
定
に
あ
た
っ
て

は
、
自
治
会
を
は
じ
め
関
係
地
域

に
ど
う
協
力
を
お
願
い
す
る
か
今

後
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

（
問
）
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
事

業
の
推
進
は
。

（
答
）
教
育
長

こ
の
事
業
は
希

望
す
る
全
て
の
子
ど
も
を
対
象
と

す
る
「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
」（
文
部
科
学
省
）
と
保
護
者

が
労
働
な
ど
の
た
め
昼
間
家
庭
に

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
と
す
る

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」

（
厚
生
労
働
省
）
を
一
体
的
あ
る

い
は
連
携
し
て
実
施
す
る
も
の
。

運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
全
て

の
小
学
校
区
で
展
開
さ
れ
、「
遊

び
の
場
」「
生
活
の
場
」
を
学
童

保
育
関
連
で
、「
学
び
の
場
」「
体

験
の
場
」
を
教
育
関
連
で
担
う
。

19
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
問
）
子
育
て
の
心
理
的
肉
体
的

負
担
を
解
消
で
き
る
環
境
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
形
の
誕

生
祝
い
の
創
設
は
。

（
答
）
健
康
福
祉
課
長

19
年
度
、

子
育
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・

配
布
を
計
画
し
て
い
る
。

県
で
は
、
子
ど
も
を
持
つ
世
帯

が
商
品
割
引
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
で
「
パ
パ
・

マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
を
実

施
す
る
よ
う
だ
。

町
で
は
独
自
に
乳
幼
児
医
療
費

事
業
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

の
拡
大
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成
、

３
カ
所
目
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
や
４
カ
所
目
の
一
時
保
育
サ
ー

ビ
ス
開
始
の
支
援
な
ど
効
果
的
な

子
育
て
支
援
策
を
充
実
さ
せ
て
い

く
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

（
問
）
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
策

と
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
か
。

（
答
）
町
長

人
口
減
少
、
高
齢

化
の
進
展
は
、
我
が
国
共
通
の
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

市
町
村
の
行
政
運
営
で
も
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
、
経
済
活
動
の

停
滞
が
税
収
の
減
少
を
も
た
ら
す

一
方
で
、
介
護
や
医
療
な
ど
の
分

野
で
行
政
需
要
が
増
大
し
、
い
っ

そ
う
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
新
た
な
定
住
人
口

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

道
仏
地
区
区
画
整
理
事
業
の
推

進
、
東
武
動
物
公
園
駅
周
辺
の
再

開
発
、
さ
ら
に
は
庁
舎
跡
地
の
整

備
を
始
め
と
す
る
「
顔
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
や
幹

線
道
路
の
整
備
な
ど
、
魅
力
と
活

力
の
あ
る
町
づ
く
り
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
。
一
方
、
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
の
進
展
を
必
ず
し
も

悲
観
的
な
側
面
だ
け
で
捉
え
る
べ

き
で
は
な
い
。

町
民
一
人
一
人
、
あ
る
い
は
自

治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
各
種
団
体
、
企

業
な
ど
多
様
な
主
体
が
行
政
と
協

働
し
て
地
域
社
会
を
担
う
こ
と
で
、

行
政
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
、
人
、

モ
ノ
、
カ
ネ
と
い
っ
た
資
源
が
地

域
社
会
の
中
で
循
環
す
る
割
合
を

高
め
て
い
く
。

そ
の
こ
と
で
、
町
の
活
力
を
高

め
、
新
し
い
時
代
に
適
し
た
、
ゆ

と
り
と
創
造
に
あ
ふ
れ
た
持
続
可

能
な
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

啓発用のティッシュペーパー

「教育問題」は、全町的に取り組んでいる！ 今日は放課後も学校にいまーす

まちづくりはアイデア次第
町
全
体
で
取
り
組
む

唐
沢
捷
一
　
議
員

（
リ
ッ
プ
ル
の
会
）

教
育
行
政
を
問
う

Ｐ
Ｒ
・
啓
発
の
他
、
実
態
調
査
を
行
っ
た

西
村
茂
久
　
議
員

（
リ
ッ
プ
ル
の
会
）

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
状
況
は

19
年
度
か
ら
検
討
、
取
り
組
ん
で
い
く

角
野
由
紀
子
　
議
員

（
公
明
党
）

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
推
進
を

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
す

合
川
泰
治
　
議
員

（
ウ
エ
ー
ブ
の
会
）

人
口
減
少
社
会
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
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一 般 質 問

（
問
）
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害

者
自
立
支
援
法
で
は
、
利
用
者
に

原
則
１
割
負
担
を
求
め
て
い
る
の

で
、
負
担
増
に
苦
し
む
障
が
い
者

と
家
族
が
不
安
を
持
っ
て
い
る
。

宮
代
町
独
自
の
緩
和
措
置
を
。

（
答
）
健
康
福
祉
課
長

財
政
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
町
と
し

て
は
重
度
障
害
者
手
当
支
給
事
業

で
は
、
県
内
町
村
の
う
ち
約
２
割

し
か
実
施
さ
れ
て
い
な
い
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
及
び
療
育
手
帳
Ｂ

の
方
、
そ
し
て
、
４
月
か
ら
町
で

は
宮
代
だ
け
が
実
施
し
て
い
る
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

方
に
も
手
当
を
支
給
し
て
い
る
。

新
た
な
地
域
生
活
支
援
事
業
で

は
、
特
に
移
動
支
援
事
業
に
お
い

て
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

町
独
自
の
負
担
上
限
額
を
設
定
し
、

他
の
事
業
と
し
て
日
中
一
時
支
援

事
業
に
お
い
て
も
、
低
所
得
者
層

に
町
独
自
で
軽
減
策
を
講
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
負
担
軽
減

策
は
国
会
の
動
向
も
あ
る
が
、
今

後
、
町
単
独
の
軽
減
策
を
実
施
す

る
の
か
、
で
き
る
の
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

（
問
）
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
対

策
マ
ニ
ア
ル
は
。

（
答
）
教
育
長

当
町
の
指
導
は
、

県
教
育
委
員
会
か
ら
の
「
い
じ
め

防
止
を
目
指
し
て
」「
生
徒
指
導

資
料
」
を
活
用
し
て
い
る
。
内
容

は
い
じ
め
の
定
義
・
特
徴
、
具
体

的
な
い
じ
め
の
例
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
の
仕
方
な
ど
実
践
事
例

を
あ
げ
研
修
し
て
い
る
。

（
問
）
昨
年
９
月
の
「
指
定
管
理

者
」
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例
審

議
の
際
の
説
明
で
は
、「
管
理
経

費
の
縮
減
が
選
定
基
準
に
う
た
わ

れ
て
い
る
が
、
当
然
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

あ
る
い
は
向
上
と
い
う
点
も
非
常

に
重
要
で
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に

考
え
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
し
か
し
、
か
え
で
児
童
ク
ラ

ブ
の
待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て
、

先
の
９
月
議
会
で
と
り
あ
げ
た
と

こ
ろ
、
町
の
姿
勢
は
「
経
費
節
減

を
主
要
目
的
に
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
感
じ
た
。

経
費
節
減
が
突
出
し
て
追
求
さ

れ
る
と
な
る
と
、
指
定
管
理
者
の

当
初
の
目
的
か
ら
外
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長

平
成
15

年
６
月
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ

り
、
公
の
施
設
の
管
理
の
委
託
を

公
共
的
団
体
な
ど
に
限
っ
て
い
た

の
を
、
民
間
事
業
者
を
含
む
法
人

そ
の
他
の
団
体
に
管
理
を
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
。多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、

よ
り
効
果
的
効
率
的
に
対
応
す
る

た
め
に
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民

間
の
能
力
を
広
く
活
用
し
た
。
ま

た
よ
り
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
経
費
節
減
な
ど

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
後
、
各
施
設
の
性
質
や
目
的

を
ふ
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
経

費
節
減
が
図
れ
る
可
能
性
な
ど
検

討
し
、
効
果
が
期
待
で
き
る
施
設

に
導
入
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

負担減を目指して（ひまわりの家）

指定管理者導入で良質なサービス提供は維持されるのか

町
独
自
の
措
置
を
で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
く

小
河
原

正
　
議
員

（
ウ
エ
ー
（
無
所
属
の
会
）

障
害
者
負
担
の
緩
和
措
置
を 良

質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
経
費
節
減
を
図
る

加
藤
幸
雄
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

指
定
管
理
者
導
入
そ
の
目
的
を
再
度
問
う

意
見
書

地方交付税の制度堅持と総額確保を求める

提出された意見書2件は、審議の結果、全員賛成で可決し、政府機関に送付しました。

地方財政を縮小する「三位一体の改革」で、厳しい財政運営を余儀なくされている。
地方6団体は「削減ありきの交付税見直しの断固阻止」を決議し、全国町村会は「町村の財政運営に

支障が出ないよう政府へ配慮を求める」との緊急重点決議を採択している。
①地方公共団体の行財政運営に責任を負うため、地方交付税制度の財源保障、財源調整を堅持し、

その充実をはかること。②平成19年度の地方交付税の総額を確実に確保すること。

長野県栄村・新潟県津南町／厳しい自然環境の中の「自律のまちづくり」
さる10月3～4日、長野県栄村、新潟県津南町を視察。栄村は面積

271.5km2、全国有数の豪雪地である。人口は2,515人で高齢化率は、
41.2％である。
合併論議は「栄村将来像モデル」が、自律の村づくりの決め手とな

った。その背景は過疎化、高齢化が進み、雪害対策が重要課題である。
雪害対策も村独自で確保、役場が地域の大きな経済的企業にすでにな
っている。厳しい条件の中、行政と村民が一体になって、行財政改革
に取り組んでいる姿勢が見えた。
津南町は、面積170.3km2、人口は11,719人、自律のまちづくりを

選択した理由は、全町民のアンケート調査結果、魚沼産米作中心のま
ちづくりを目指すと決めたとのことである。また、津南町は一年を通して花のあるまちとして、まち
づくりの基本を貫き、魅力ある自律のまちづくりを進めていくという堅い決意がうかがえた視察とな
った。

長野県飯田市／地域こそ全ての原点として、中心市街地の活性化を
さる10月11日、長野県飯田市を視察。飯田市は人口約11万人。合

併編入を繰り返し中核都市となる。旧市街地は高齢化、空洞化によ
り、地域社会の崩壊が進みつつあった。
平成11年、「株式会社飯田まちづくりカンパニー」がＴＭＯに認定

され、まちなかに住むことを基本に市街地再開発事業が開始された。
商業機能と公共施設の導入を図るとともに、定住人口の確保のた

め、都市型住宅を供給する再開発ビルを建設、平成13年に完成した。
4階から10階のバリアフリー住宅42戸は即完売となったとのことで
ある。
中心市街地は、電柱を地中化し、安全で楽しく歩ける歩行者中心

のまちづくりを目指している。車が通行する場から、人が集う場に変わることができたとのことであ
る。今回の視察を通し常に問題意識を持ち対処していく必要性を感じたところである。

教育福祉産業委員会

総務町民生活委員会

「法テラス」の更なる体制整備・充実を求める
法テラスは「身近な司法」実現の組織であり、情報提供、犯罪被害者支援、民事法律扶助、司法過

疎対策、国選弁護の事務を主な業務としている。相談件数が年間120万件を超えると予測され、更な
る充実を求める。①全国で21人しか配置されていないスタッフ弁護士を早急に増員すること。②司法
過疎の「ゼロワン地域」を解消すること。③高齢者、障害者などの訪問を実施すること。④「法テラ
ス」の周知徹底を図り、日曜日も行うこと。


